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状態像 としての 「抑 うつ」 に関する事例的研究
あ る女性 ケ ースの面接 過程 とロー ル シャ ッハ ・テス ト
袴 田 俊 一
A Case Study of young woman in depressive state 
 Supportive interview process and  Rorschach Test 
Toshikazu  Hakamada
 Abstract  :  l reported a young woman case who was in depressive state. 
   In supportive interview process, it was  cleared that she had conflict about inde-
pendency rather than stress in working. There were many Form—Reflection Responses con-
nected with Human Movement Respons in her Rorschach Test. I discussed from a view of 
"d
epression and  narcissism". 
   In conclusion, it is considered that her depression comes from more earlier develop-
mental level such as skinship with  mother,
1.は じめに
状態 像 としての 「抑 うつ」 が増加 して きてい
る。抑 うつ 自体 は決 して特別 な もので はない。
誰 もが 日常 生活 で経験 す る感 情 であ る。 しか
し、その程 度や期 間によって は、自殺 をは じめ
とする様 々な問題が生 じ、 ここに抑 うつが問題
として とりあげられ る所以が ある。 また、た と
え抑 うつ と言 う状 態像 が 同 じで あ った と して
も、古 くは身体 因と心 因の2つ の軸か らうつ病
を捉 えたキールホルツ(Kielhorz,P.、1969)の
分類 にあげ られている もの(図1)か ら、最近
のパ ー ソナ リティの障害 に伴 うもの まで、背後
には さまざまな病態 レベ ルが想定 される。診断
の客観 性を目指 したアメ リカ精神医学会の 「精







「気分」 とい う用語 が より適切で あるとして
「気分障害」が採用 されている。特に最近の傾
向として、 ・他の精神障害 との境界があいまい
である ・低年齢化 ・軽症化(特 に内因性、しか












村 の分類(1975・1979)で言 う、性格 反応 型 と
も葛藤反応型 とも決 め難 いケ ース－ が増 えて
きてい るように思 われる。 同 じようにロール シ
ャッハ ・テス トで も、総反応数や全体反応数 が
少 な く両貧型 で ある といった、これ までの抑 う
つの一般的な特徴(例 えば、星野、1988)に反
して、内向型 のケ ース、外 向型のケース、両向
型のケー スな ど、体験型一つ を取ってみて も共
通点 を見出す ことが難 しくなって きている。
本稿 で紹介 す るの も、その ようなケースの一
つ であ る。今 回 は面接 過程 を振 り返 る と と も
に、特 にパ ーソナ リテ ィとの関係 につ いては、
ロールシ ャッハ ・テス トの結果 も含 めて検討 し
たい1)。
なお、「抑 うつ」の ケー ス に対 しては、通 常
3回(2週 間 に1度 、1回 目は心理検査、2回 目
は結果 をめ ぐって、3回 目は フォロー)の 面 接
を行 ってい る。 また初 回時 に施行す る検査 は基
本 的 に ・ロー ル シ ャ ッハ ・テ ス ト、 ・Beck's
DepressionInventory（似 下、BDiと略)、 ・Ham-
iltonRatingScaleforDepression(以下HRSと
略)で 、以後 は時 に応 じてDAPやBaumTest
といっ た描 画法 や エ ゴ グラ ム、SCTな どを行
ってい る。ロール シャ ツハ ・テス トについて は、
施行 、記 号化 、解 釈 と もク ロ ッパ ー(Klopfer,
B.、1962)法に準 じてい る。BDIとHRSは 、
いずれ も抑 うつ度 を測定す るチェ ックリス トで
あるが、前者が 自己評価に基づいているのに対














の保健婦に相談 し、本人 と面接。「頭が重 く、
寝れない日が続いている。」 という訴えが強 く





直接の受診動機 となった症状 につ いて、 ・寝
つ きが悪 く、朝 も起 きるのがつ らい、 ・食欲が
な く、体重 もやや減少 して きていることが、 ま
た仕 事 上 のス トレ ス と して、「この半 年 間 ほ
ど、書類 を期 限 までに仕上 げるこ とが出来 な く
て、落ち込 んで しまうこ とが多い…… ここ二週
間ほ どは涙 が自然 に出てきて、で も人前 では泣
けないか ら トイ レで泣 いてい る……」 ことが確
認 された。
しか し、話 を聴 いてい く中で、落ち込み の本
当の訳 は、 む しろ母親の店の手伝 いにあること
が明 らかにな って きた。 この経過 について、A
は次 のように語 ってい る。
「(きっか けは)大 学1年 の夏休 み頃 に母か ら頼
まれて。料理 を作 るの は好 きだか ら最初 はそれ
ほど抵抗 なか った けど……会社 に入 って残業な
どで店 を休 まなければな らない時 も多 く、迷惑
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をかけてるな と……何度 か(店 の手伝 いを)や
めて家 も出ようと思 ったけ ど結 局言い出せず、
ず るず る と来て しまった……妹 に頼 もうとした
こと もあったけど、その前 に(妹 は)さ っさと
家 を出 て しまった……小 さい頃か ら、家の こと
はいつ も私一人 だけが しなければな らなかった
……」〈過度の一般化 〉
制服姿で来院。小柄 で、年齢 よりは若い(幼
い)印 象 である。抑 うつ とい うよりは、せ っぱ
つ まったような表情であるが 、その中で も一つ
一つ言葉 を選 び、落ち着 いて話 そ うとす る姿勢
が感 じられる。
なお、「眠 れない→朝 、起 きに くい→頭 が重
い →眠 れない」のサ イクルを断 ち切 るために、
担 当医 か らマ イナ ー ・トラ ンキ ラ イザ ー(眠
剤)の 処 方が なされる とともに、休み を取 ると
い うこ と も提示 され たが、「仕 事 を休 むのは困
る。」 と拒否 している。
2回 目
袴 田か ら、「学生時 代 な らば ともか く、就 職
してか らの仕事の掛 け持 ちな ど、到底 で きるわ
けが ない。今 回の 『落ち込み』 も、極 めて当然
の こ とで はないか。」 とい う保 証-問 題 の外
在化 と正常 化(一 般化)を しつつ も、 一方
で はロールシャ ッハ ・テ ス トの結果説 明では、
自分 自身で悲劇の主人公(ヒ ロイン)に 祭 り
上げて る部分や、 ・誰かが手 を差 し伸べ て くれ
るの を待 っている部 分がある ことを指摘す る。
また、 前回の 「家 を出るか出ないか」 とい う
二者択一 〈二分 法 〉的 な思考(彼 女 は、「手伝
い をや め る こ とが即、家 を出 る こ とにつ なが
る。」 と捉 えていた面 もある)に 対 しては、「手
伝 い を断 って も、家 にい るこ とはで きる。」 と
い う選択肢 を提示する。
これに対 して、「会社 の人た ち に迷惑 をか け
てる なという時 も……確 かにそれ を期待 してい
るとい うか 、落ち込んだ ら自分 の ことを気 に し
て くれ るかな……○○ さん(上 司)か ら声 をか
けて も らった時 も、 「す まない』 と同時 に 「ほ
っと した』 という気持 も……」 と、そのような
心 の動 きが あ っ た こ とをA自 身 も認 めて い
る。
3回 目
「駄 目で もともと、 とい う感 じで 『店 をやめ
ようと思 ってい る。』 と母 に言った ところ、(母
は)意 外 とあ っさり認 めて くれた、 びっ くりす
る ほど・…・店 の手伝 いは、妹 の方 に頼んで くれ
た らしい、妹か ら後で聞い た・…・なんか、肩す
か しにあったよう……」
これに対 して袴 田は 「これ まで 『独 り相撲 を
取 って い る』 とこ ろが な か っ ただ ろ うか?」
と、「○○○なければならない」(頭の中での思
い込 み)、一方 で は「 ○○○ して くれた」 とい
う表現が多い ことを指摘す る。
また、BDI得点 が 高 い(=29で 、重 度 の 抑
うつ状態)の に対 して、HRS得 点 は低い(=l0
で、軽度 の抑 うつ 状態)2)、とい う落差 か ら、
自己評価 と他者評価 の ズ レが 「独 り相撲」(本
人 は困 っているが、回 りは困 ってい ない)に つ
なが っていることを示唆す る。
と ころで、Aは 就 職 した年 にも、今 回 と同
じ春頃 に、やは り今 回 と同 じような症状で、近
医 の心療 内科 を受 診 してい る ことが わか った
(「通勤時間のこともあって……ず っ と 『一人暮
らを したい。』 と思 っていた……」)。
一 ヶ月後にフォロー面接 を行 う(こ の点で、
通常 よりは1回 多 い)が 、元気 で(過 度 にでは
な く)落 ち着 いて い た(「妹 が戻 っ て きて、3
人で暮 らすようにな りました……」)。
二者択 一的 な捉え方や、「○○○べ きである」
の ような表現(過 度 の責任感 〉が少 な くな って
きている ことを確認 し、終結 とす る3）。
以上、 最初 は仕事 面のス トレスが推測 されて
いた ものの、面接の中で明 らかになったの は、
む しろ自立をめ ぐる葛藤 であ ると考 え られる。
臨床場面でよ く出会 うケースで もあ り、背景 に
は メランコリー親和型性格が認 められ る。
テ レ ンバ ッハ(Tellenbach,H.、1976)は、
「メ ランコリー親和 型」 の特 徴 と して、几 帳面





























動としての)完 全な分離(自 立)か 、の二者択
一的なものとなることが、弱点として挙げられ
るだろう。















































Aは 、「真 面 目で 几 帳 面 な 面」（第1型)
と、「神経質で内向的な面」(第皿型)の 両方を
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併せ持 っていた。 また、依存 的で あるとい う点
では第1型 も第 皿型 も同 じであ るが、メ ランコ
リー型 には内的葛藤 が見 られないの に対 して、
Aに は依 存 と自立 の葛 藤 が見 られ た。母 親 と
の関係 において健全 な依存性が満 た されず、そ
れを基盤 とす る自己主 張 もず っ と押 さえ られて
きた。それが、ある時点 になって葛藤 的な動 き
となって表れて きた と考 え られ る とい う点 から
は、遅 れて きた反抗期 と見 るこ ともで きるだろ
う。
ところで、DSM-Ⅲか らは 「神 経症」 とい う
診 断名が消 え、不安 と抑 うつが併存す る(そ れ
までの)「抑 うつ神経 症」 は 「気 分 変調 障害」
に変 わった。抑 うつ との異同は、 自殺 企図の有
無 にある。抑 うつの 「死 にたい ！」 に対 して、
不安の方 は、時 に頭 をよぎる ことはあ って も、
それほ ど捉われてお らず、む しろ 「助 けてほ し
い ！」 とい う気持 ちの 方 が強 い。Aの 場 合 も
食欲不振や不眠、低 い 自己評価 な どは抑 うつ と
同 じであ るが、 自殺企 図は過去 を含 めて一度 も
認め られていない。
Ⅲ ロール シャッハ ・テス トの特徴 を含 めて
普通、抑 うつ状 態 に なる と知(思 考)、情、
意、全 ての面 で低 下が認 め られ るが、Aの 場
合、人間運動反応 に代表 されるように内的な動
きは活発 で、過剰 な感情移入 などイメージ先行
の反応 も多い。 また、 「具体 的 な指 示が あ った
方が動 きやす い。」 や 「間が不安 である。」 とい
った 自己評価6〕とは異なって、個 性的 な反応 が
多 い。
具体 的 に見てい くと、 まず活発 な運動 表現
(特に人 間運動 反応)が な され る など、極度 の
内向型(M:SumC=9:0)で あ る。外 的反応
性 は乏 しく、色彩 反応 も見 られない。 しか し言
及 されてい ない ものの色彩 の関与 が認 め られる
こと(色 彩回避)や 、無彩色(Ⅰ ・Ⅳ ・Ⅴ ・Ⅵ
・Ⅶ） カー ドと有 彩 色(Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅷ ・Ⅸ ・Ⅹ)
カー ド間の平均初発反応 時間のバ ラツキ(前 者
の12.8"に対 して.後 者 の21.8"）、さ らには、Ⅷ
カー ドからⅩ カー ドにか けて の反応 数 の多 さ
(=10で40%)などか らは、む しろ不安や緊張
感 の強 さが前 面 に出た結果 で ある と考 え られ
る。
形体 反応 も少 ない(=4で16％)。 特 にⅧ カ
ー ドか らⅩ カー ドにかけては、個 々の反応 とし
ての形体性 レベルは高いに もか かわ らず、色彩
による雰囲気 に影響 されて、客観性や現実性 が
損 なわれてい る。
一 方では、濃淡 に対 す る感受性 が 強い。F:
FK+Fc=4:5からは、愛情欲求 が強す ぎるた
め に不安定 になってい るこ とが、Fc+c+C’：
FC＋CF+C=3.0：Oからは他 人 か ら心理 的 に
傷つ け られる ことを恐れ、引 っ込み思案 になっ
ていること(情 緒 的自発性の低 下)が 、それぞ
れうかがわれる。
Ⅵカー ドでの爆発的 な反応 ポジテ ィブな
意味で は健全 な攻撃性であるが、この ような無
彩色 カー ドで出現 している とい う点 では、内的
なものである-か らは、濃淡 に対す る感受性
が必ず しも基本的 な信頼感 に基づ くものであ る
とは言い難 く、不安や緊張感 の強 さも、 人間 と
しての存在の根源 的 な ところ に関わ ってい る
(発達 的には、 スキンシ ップの段階 に まで 由来
する ようなレベ ルの もの)と 考 えられ る。
濃 淡 反応 に対 して、「愛 情 欲 求 」(Kｌopfer,
B.、1962)や「不安」(RapaPort,D,、1968)と
の関係 といった解釈が成立す るの も、感受性や
細 やか さと傷つ きやす さや不安 が容易 に結 びつ
きやすい ところか らだろう。母 親に甘 える とい
う体験が ない まま育 って きたAに とって、抑
うつが濃淡反応に反映 されてい るのは、極めて
自然 な流れ と言える。
また、Aの 特徴 が抑 うつ 的 な もの だけで あ
る とす るならば、 なぜ 多 くの反応が無彩色反応
ではな く、濃淡反応 として出現 してい るのだろ
うか?自 己愛 との関係 を抜 きに して、 これを理
解す ることは難 しいだろ う。
上芝(1977)は濃淡反応 について、無彩色 反
応の ように向こうか ら飛 び込んで来る性質の も
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ので はな く、 ある程度積極 的 に注意深 くプロ ッ
トを見ない と成 り立 たない認知 であ り、主体 に
密着 した自己中心 的な欲 求である とい う点で、
無彩色反応 よりはむ しろ人 間運動反応 に近い も
の と して位 置づ けてい る。 また、先 に述 べ た
Aの 特徴 が最 もよ く表 れて い るの も、人 間運
動反応 におい てであ る。す なわち、興味や関心
が外(現 実 世界)よ りは内(イ メージの世界)
に向か ってい るこ とを示唆す る反応が多 く、そ
れはまたエ クス ナー(Exner,Ｊ.E.、１９86)によ
って 「鏡 映 反応」(Fr:形態 反射 反応:Form-
RefectionResponse)とス コア リング される内
容の もので もあ る。人 間運動反応の多 さは、 自
我が コン トロールで きる心的エ ネルギーの レベ
ルが高 い とい う ことで あ るが、一 方で はAの
ように、現実場面で は効果的 に働かない ことも
多いだ ろう。
日木 人の一 般 的 なFrの 出 現率 は15%か ら
27%の範 囲であ るが 、Aの 出現率 は24%で、
I・ Ⅲ ・Ⅴ ・Ⅶ ・Ⅸ ・Ⅹの カー ドで出現 してい
る。通常一 つ で も鏡映 反 応が認 め られ る と、
「自己 イメー ジの中核 となる、 自己 を過大 に評
価する顕著 な 自己愛的特徴」 や 「過度 の 自己へ
の焦点づけ」 とい った解 釈がな されている。 時
間的な安定 性 も高 く、パ ー ソナ リテ ィの基本 的
な構 造 に関 す る重 要 な変 数 で あ る(橋 本 、
1999)。Aの場合 も、無 彩色 であ るⅠ カー ドか
ら出現 している ことや、 刺 激の変化 とは無 関係
に出現 しているこ とな ど、 自分 の中にず っ とそ
うい うイメージを持 っている という点 で、かな
り内的な(パ ーソナ リテ ィレベルに関わる)も
のだ ろう。 ちなみ に、エ クスナ ーは初 めFrを
自己愛 の指標 として用 いていたが、そ の概念が
複 雑で、SCTの 自己 中心 性得 点 との間 に高 い
相 関を認 めた ところか ら、 自己中心性の指標 と
して用 いている。
ところで、Frを 含 む立 体 反応 につ い て、立
体 反応 としての特徴 は、濃淡効果 よ りも被 験者
が知覚対象 に対 して3次 元 的知覚 の性 質 を付与
す る ところにあ り、 この点で む しろ運動反応 に
近い。 また、知覚対象 が距離感 を持 ってい ると
い う面が重視 されるため、必ず しも濃淡が関与
している とは限 らない。 したが って、 クロッパ
ー法では少 しで も距離感が感 じ取 られ る場合、
た とえ濃 淡が含 まれてな くても、 ある意味では
機械的にFKと ス コアリングされる反応 に対 し
て、何 らかの区 別 をす る こ とが必 要で は ない
か。この ように考 えたエ クス ナー は、形態だけ
に基づいた立体反応 に対 しては別個 の スコア リ
ングを行 うべ きである とし、①FV(Form-Vista
Response):形態 展 望 反応②FD(Form--Dimen-
sionResponse):形態 立体 反応③Fr(Form一Re-
flectionResponse):形態反射反応 とい う分類
基 準 を提 示 した。 したが って クロ ッパ ー法 の
FKは 、エ クス ナ ー法 で はFVかFDの どち ら
かにス コアリングされ るこ とにな るが 、FKで
ある以上、本質的 には不安 に耐 えようとす る努
力 を示 していると考 えられ るのに対 して、同 じ
くク ロッパ ー法 のKは 不 安そ の ものの指標 で
あ る。 「不 安 だか ら距 離 を取 ろ う とす る]の
か、「距離 を取 ろ うとす るか ら不安 になる」の
かとい った方向性(因 果関係)は 別 として、そ
のような努力 は不安や緊張感 と決 して無 関係で
はない。 よ り白分 の方 に興味や関心が 向か って
いる とい う点で はた しか に自己愛 的であるが、
この ような心の動 きは不安 を客観視 しようとす
る努力 と表裏一体の ものではないだろ うか。い
ず れ にせ よ、Aの 場 合 「自己 愛 的」 と言 う に
は、あ ま りにも社会化 されていた。
Ⅳまとめと今後の課題
抑 うつ状態か どうか はわかって も、背後 にあ
るパー ソナ リテ ィ特徴 や病態 レベ ルを、一 回だ
けのテス トで判 断 す る こ とは難 しい。 その中
で、必ず しも「抑 うつ」 だけ とは限 らないが、
対 応のポ イン トとして、 ・クライエ ン トが どの
ようなパーソナ リテ ィか、 ・これ まで 、回 りの
人たち とどう関わ り、 どの ように社会生活 を送
って きたか とい う よ うに、生活 史 上 の 「出 来
事」 と関係づ けなが ら見 るこ とが求め られる。
袴田俊一:状 態像 としての 「抑うつ」 に関する事例的研究
Aの 場 合、2回 の受診 と も 「一 人暮 しを した
い。」 と思 ったこ とが きっかけ(引 き金)と な
ってお り、それが変化 を求 める部分(自 立)と
現状 を維持 しようとす る部分(依 存)の 葛藤 と
なって表 れた と考 えられ る。いず れ も、落ち込
み(抑 うつ」)が5月 頃で ある とい うの も、象
徴 的では ないだろ うか。 また、 「自ら受診 を決
意 したこ と」に加 えて、今 回 「母親 に意志表示
で きた」 こ とは、 自我 の強 さの指標で もあ る。
抑 うつその ものは、社会 的に受 け入れやすい
症状 だか ら、それ に安住 して しまわ ない ような
配慮 も必 要である。 ただ、 そのため には誰かが
背 中 を軽 く押 してあげなければな らない。その
意味 で も、保健婦 の存在 は大 きいだろ う。母親
と同年代(52才)で あ り、Aは 彼女 に対 して
強 い信頼感 を示 していた。
抑 うつで受診す るクライエ ン トには、共通 し
て どこか 回 りの人 たちに 「このま ま放 っておけ
な い。」、 「ど うにか して あ げ られ ない だ ろ う
か。」、 と思 わせ るような ところが ある。 クライ
エ ン ト側 か らの 「話 しを聴 いて ほ しい。」、「わ
か ってほ しい。」 とい う信 号がそ うさせ てい る
部分 も強いのではないだろ うか。
最 後 に、 これ までAの よ うに支持 的な アプ
ローチの効 果が期待 され るケース に対 して、時
には認知療法 的 なもの7)を取 り入 れなが ら、連
携 の理想 的な形態 を求めて試行錯誤 を繰 り返 し
て きた。 もちろ ん、そ の前 に内 因性 や身体 因
(外因)性 な どとの鑑 別 は必要 であ るが。 また
「落 ち込 んだ」 とい う理 由で我 々の もとを訪れ
るケースが増 えて きた こ とは、「誰 もが抑 うつ
になる可能性のあ る」 とい う意味 でそれだけ神
経科の敷居 も低 くなったのか もしれない。その
中で 「回避性抑 うつ」 や 「逃避性抑 うつ」 と思
われ るケー ス 「回 りは困 って いるが、本 人
は因ってい ない」 ケース と出会 う機会 も多
















5)①第Ⅰ型:性 格(状 況)反 応型 うつ病②第Ⅱ
型:循 環型 うつ病：双極性うつ病③第Ⅲ型:葛
藤反応型 うつ病④第Ⅳ型:偽 循環病性分裂病⑤
第Ⅳ型:悲 哀(心 因)反 応⑥第Ⅵ型:そ の他の
抑うつ状態
6)例えば、もう一つの仕事 上でのス トレス とし
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〈資 料>
」)ロー ル シ ャ ッハ ・テ ス ト記 録
<〉は質 疑 段 階 で の 言葉 で あ る。
ICard(20"-1/52”）
1)こ こ の あ た りが 人 で 、 こ の あ たり が マ ン ト、 こ
こが 手 に見 え ます 。
〈ダ ン ス を して い る よ うな。 透 き通 っ た ス カ ー ト
を は い て、 手 を上 げ て踊 っ て い る>
2)他 は、 全体 的 に 見 た ら犬 の顔 と。<耳 、 目。>
3)動 物 。 水 面 に 映 っ た 影 。<湖 に 影 が ゆ ら ゆ ら
と。>
ⅡCard(22"-1'34")
(苦笑 い)あ ん ま り、 わ か らな いで す け ど。
4)動 物 、 そ れ も子供 の 。
〈最 初 は鼻 の 感 じか ら子 象 か な と。 で も こ の感 じ
が 木 彫 りの 、北 海 道 に あ る よ う な熊 の 置 物 。 い か
に も木 を彫 った とい う感 じ。>
5)真 中 あ た りが 建 物 で 、塔 と か 、両 側 が 山 で 、水
た ま りみ た い で 湖(S)で 。
〈道 は見 え な い け ど、 こ うず っ と向 こ うへ 続 い て
い る とい う感 じ〉
ⅢCard(48”-2'0l”）
6)こ こが(D1） 、 さ っ きの と同 じ風 景 の 続 きみ た
い な感 じで。
<もっ と、ず っ と向 こ うへ と。 そ れ を 遠 くか ら見
た感 じ。>
7)何 か 向 か い合 っ て る。 人 、 女 の 人 。
<向か い合 っ て る のか 、 鏡 に向 か っ て に らめ っ こ
して る の か。>
Ⅳcard(13"-1'35")
8)何か ひ っ く り返 っ て る 人。 単 に寝 て る だ け か も
しれ な い し、 ふ ん ぞ り返 っ て る の か も しれ な い
し、 は りつ け か も しれ ない し。
<最初 に、 は りつ け っ て思 った け ど、 い や、 寝 て
る だ け か な と も思 っ て 。 で も 今 見 た ら、木 の 株
か何 か にふ ん ぞ り返 る よ う に座 っ て る の か な と.,
男 の 人 。 い か に も威 圧 感 を与 え る よ う に 、 だ ぶ だ
ぶ の服 を着 て。>
VCard(15"-2'O8")
9)飛 べ ない 鳥 。 飛 ぼ う とは して る ん だ け ど。
〈羽 が 重 たす ぎ るか らな の か 、 下 に 向 い て 。>
10)背中合 わせ に、 じ ゃれ 合 っ て る 人 。
で 何 や ろ、 片 方 、 あ る種 同 一 人 物 と い うか 、 一
方 の影 み た い な感 じで。 一 人 で ぶ つ ぶ つ 言 っ て る
よ う な感 じ。




VI Card  (10•h  -2'  12")
ll)敷皮 。<い か に も暖 か い 、ふ あ ふ あ した 感 じ。>
12)一番 高 い とこ ろ か らボ ー ル を 落 と して 、 下が 水
面で こ の辺 そ れ が飛 び散 っ た水。 〈こ の 水 しぶ きの
立 体 感 とい う か広 が りが 。)
わ り とこ う 、 リラ ック ス した感 じに見 え て 。
 VII Card  (6"-2'  40'  )
13)子供 。女 の 子 か な。 鏡 に 向 か っ て じ ゃ れ合 っ て
い る 。
〈こ のあ た りが 顔 で 、 何 か頭 に羽 つ け て る。>
14)夕方 の風 景 、夕 焼 け雲 。
〈夕 焼 け 曇 っ て い うか 、 この 色 の感 じ。 す うっ と
薄 くな って い る感 じが。>
15)雲。 入道 雲 とか 暗 い 感 じ の で は な くて 、ふ あ っ
と、 夏 の 明 る い 雲 。 明 る い 雲 っ て い う の 変 だ け
ど。
さ っ き と同 じ、 これ も リ ラ ックス す る 。
8 Card  (7"-3'  15")
16)ひょう とか 、 そ ん な感 じの 動 物 で、 が けか 何 か
をか け登 っ て る 、
17)何 か立 体 的 な、 頭 に か ぶ る もの 。
<王冠 。 わ り と こ う し っ か りか ぶ る ん じ ゃ な く
て 、 上に軽 く乗 って る とい う感 じ。〉
 9 Card  (14"  —3'42")











 X Card  (  8"-4'  11')
21〕ス カー フ を振 りま わ して、 踊 っ て い る 。
〈情 熱 的 な 踊 り。鏡 に 向 か っ て 練 習 し て い る の
か 、頭 を くっ つ け て 。 こ の手 の 動 きか ら、激 し く
て 情 熱 的 だ と。>
22)動物 が 、 な ん と言 う か 同 じ場 所 、 目標 に 向 か っ
て る よ うな 。
<一つ 一 つ の動 物 が は っ き り と見 え る わ け で は な
い け ど、 ここ（D3)に 向 か っ て全 て の もの が 集 ま
っ て行 っ て る よ うな。>
23)谷み た い な と こ ろ に、 つ り橋 が か か っ て い る。
で 守 り神 。
<D8,守 り神 は 、森 の 中 にあ る 神 社 と い う雰 囲
気 か ら(Dl2)。>
24)何か 、 は りね ず み み た い な 小 さ い 動 物 が 、 こ こ
下 に 落 と そ う と し て る の か 、 わ り と 重 た い も の
を 、 も し くは支 えて い る の か も しれ な い。
25)万華 鏡 。
(いろ い ろ な形 。 次 に 見 る と、 とい う か 見 て る 間
に 次 々変 わ っ てい く。〉
2)ス コ ア リン グ結 果
